
申
､
食
塊
に
冨
み
､

;
IF
･七
二
乃
至
_F
三
･
二

7
先
は

及
ぶ
(ポ
沖
二

九
.1
∬
)｡
湧
用
地
は
二
C
飴
ヶ
所
に
あ
-
､

炭
酸
泉
ー
ラ
ヂ
シ
ム
泉
等
棟
数
に
富

む
｡
泉
渦
は
古r
水
棲

々
曝
化
し
､

一
六
〇
〇
年
頃
は
撮
氏
九
〇
度
と
倖
ふ
れ

ど
､
山
八
東
〇
年
境
は
三
四
-
三
五
虎
は
低
下
し
.
其
後

上
昇
し

て､
-L
九

〇
〇
年
頃
は
四
七
･九
度
'
現
今
は
四

≡
-
四
五
度
で
あ
る

(佐
藤
二

九
三

､
大
森
.
山
九
二
〇
､

枚
搾
｡
.i
九
:1JiM
､
初
日
｡
.i
九
三
.i)
0

現
准
'
有
馬
に
於
け
る
著
名
の
脱
兎
は

lE
の
湯
､
二

の
′楊
(
以
上
は
町
僚
公
典
酵
場
の
泉
源
)
'
花
の
湯
'
如

湯
､
眼
洗
湯
､
咽
の
湯
､
炭
酸
泉
等
で
あ
る
｡
附
近
ほ

裁
ケ
瀧
､
四
十
八
瀧
､
･:ig
醸
地
獄
等
が
あ
-
､
旅
館
に

は
兵
衛
､
中
の
坊
､
御
用
の
班
ー
二
階
坊
､
池
の
坊
､

有
馬
ホ
テ
ル
等
が

あ
る
｡

有
馬
よ
-
自
動
車
ほ
て
来
行
す
れ
ば
､
道
は
ほ
ゞ
杷一一

方
の
石
英
粗
面
岩
と
南
方
の
花
岡
岩
と
の
境
界
を
な
す

断
簡
線
に
沿
ひ
て
通
じ
'
所
々
に
断
層
の
欝
出
地
を
観

察
す
る
乙
と
が
出
凍
る
｡
船
坂
部
落
を
過
ぎ
て
七
曲
-

の
険
を
下
ら
ば
'
武
庫
川
の

一
支
流
､
多
相
川
の
渓
谷

と
在
る
｡
六
甲
山
塊
北
方
斜
面
の
花
園
岩
は
甚
し
-
崩

壊
し
､
座
頭
谷
其
他
､
バ

ッ
ド
ラ
ン
ド
の
脊
脚
を
な
し
､

蓬
莱
峡
と
呼
ぶ
｡
程
な
-
自
動
車
は
鎌
瀬
h
t過
ぎ
'
ウ

イ
ル
キ
ン
ソ
ン
炭
酸
泉
を
横
に
見
て
'
聖
域
の
町
に
着

′
ヽ
0

神
戸
附
混
濁
三
紀
暦
見
撃
案
内

本
箱
は
本
年
四
月
六
日
に
村
は
れ
る
本
圃
主
催
の
克

撃
旅
行
乙
肌
の
た
め
に
記
し
た
｡
像
定
の

コ
ー
ス
は
紳

榊
戸
附
妃
箪
三
和
憾
見
蝉
案
内

二
.
llJ
.

し

'-



地

拭

節

二

十

七

篠

サ･-ー
フ

有
篭
城
鈴
蘭
嘉
輝
に
敬
起
す
る
｡
此
輝
は
小
鞘
と

い
ふ

部
落
に
あ
る
｡
小
部
で
は
花
梅
岩
と
第
三
配
厨
の
境
邪

を
見
る
｡
之
は
⊥
治
氏
に
よ
れ
ば

-i
郵
逆
断
層
だ
と

レ

ム
｡
基
か
ら
相
に
二
粁
牛
藍
郷
は
歩
-
､
道
は
小
種
で

あ
る
か
ら
足
rJ
L
ら

へ
は
充
分
は
厳
兼
で
あ
ゎ
た
い
｡

此
塵
で
は
窮
三
配
圏
の
下
か
ら
花
樹
岩
と
宥
茂
樹
の
餅

が
露
出
す
る
も
の
を
見
る
｡
藍
粥
か
ら
南
西
に
四
粁
､

第
三
和
樹
の
丘
綾
上
を
歩

き
大
川
寺
､
前
閏
に
至
-
.Ji

ス

に
莱
ら
明
石
に
出
る
｡
明
石
で
は
大
赦
谷
で
月
化
ポ

h
I凍
る
｡
捻
中
の
第
三
紀
樹
に
は
所
々
で
鵜
物
化
石
が

豊
富
に
あ
る
｡
太
山
寺
で
は
第
三
紀
肘
と
洪
積
静
の
碁

を
見
る
｡
以
上
の
コ
ー
ス
を
要
約
す
れ
ば
次
の
通
-
0

有
馬
(
甲
班
参
加
者
の
宿
泊
地
)
-

京
都
大
阪
醐
♪
-
湊
川
(
利
和
電
鉄

),W
p
鈴
蘭
董
～
(

徒
歩
)
-
前

-,J･J

▲11一一l一

川川
--.川
イ

乙
離
見
撃
の
要
旨
-
第
三
配
厨
の
静
序
及
化
石

邦
聞
･･陸
地
測
義
朝
地
形
図
二
薗
五
千
分
ノ
一
有
馬
p

決
河
､
前
閏
､
明
ポ
'
須
磨
(
以
上
は
必
婁
)
他
に
醐

声
首
邦
.
同
南
部
､
三
木
､
束
二
見
(
参
考
用
)
､
.i

舘
分
ノ

一
紳
声
､
罪
研
､
高
砂
､
明
石
(
馨
考
州
)

鮮
三
紙

ヨ

n

七
二

但
し
先
天
で
は
此

コ
ー
ス
が
あ
ま
･1
柴
で
な

い
か
ら

都
合
は
よ
-
歩
行
の
殆
ん
ど
な

い
兄
撃
に
塵
更
し
な
け

れ
ば
な
ら
を
い
葦
も
あ
ら
得
る
L
p

一
方
他
日
畢
椀
に

歩

い
て
見
よ
う
と

い
ふ
方
の
た
め
は
先
づ

一
般
的
に
此

窮
三
紀
潜
む
記
述
す
る
O
Miiii的
の
第
三
紀
層
は
凝
衆
質

自
色
で
植
物
化
石
が
多

い
の
が
特
色
で
あ
る
｡
分
布
は

紳
刀
の
北
西
嘉
川
に
あ
る
｡
紳
月
市
の
背
後
に

新
風
の

棟
に
立
つ
六
叩
山
は
南
西
は
延
び
て
繊
朝
川
か

ら
鉢
伏

川
で
大
阪
圏
に
而
し
て
終
る
｡
火
部
分
花
園
岩
で
あ
る
｡

南
面
酬
声
市
側
に
は
第
三
紀
静
は
出
て
ゐ
な

い
ら
し

い

が
妻
側
に
は
有
馬
の
西
に
山
刑
州
潜
.I,
と
小
部
-
垂
水

の
間
と
は
第
三
紀
層
の
主
要
な
鰐
川
が
あ
る
｡
垂
水
以

西
ほ
は
洪
積
暦
が
あ
-,L
窮
三
配
層
を
不
盤
各
は
被
以
或

は
断
層
ほ
て
境
す
る
O

此
第
三
紀
層
を
調
べ
LJ
人
は
数
々
あ
る
が
公
表
n
れ

LJ
文
献
は
あ
ま
み
見
懲
ら
な

い
0
前
島
俊
郎
氏
が
中
村

教
授
指
導
の
下
に
研
究
し
て
を
-
.
な
は
詳
細
在
舶
載

が
近

い
雅
楽
に
聴
表
は
な
る
と
恩
ふ
｡
今
fJ
!
で
は
前

島
氏
の
京

S,
ノ
ー
-
に
依
-
概
観

む
記
す
部
ほ
す
る
｡



火
棟
岩
-

六
甲
川
の
拍

さ
は
光
岡
岩
､
高
尾
山
附
鑑
に

は
粉
川訂輝

紘
岩
の
岩
脈

あ
-
O
小
鮎
か
ら
藍
邪
の
北
に

は
石
基
粗
面
岩
が
あ
る
｡

古
隼
層
1

貫
岩
角
岩
で
接
梱
趣
質
し
花
岡
岩
の
中
に

小
r
u-
削

る
｡
監
制
附
近
｡

姶
三
配
暦

-

花
柄
岩
及
び
之
に
件
ふ
前
記
の
岩
石
よ

り
な

る
基

磐
に
不
整
合
は
横
は
る
.
牝
･折
｡商
の
限
界

は
断
樹
を
主
と
す
る
が
相
で
は
洪
積
続
が
不
整
合
に
被

覆
す
る
朋
も
あ
る
｡

岩
質
-

石
英
安
川
岩
の
凝
衣
岩
､
貫
川雪
砂
岩
'
弼
岩

よ
-
な
る
｡
部
分
的
に
弧
-
動

い
た
形
跡
も
あ
る
が
概

し
て
水
平
に
近

い
被

い
糊
料
を
す
る
｡
凝
衣
岩
は
縛
-

が
他
の
仲
田
岩
層
は
知
-
て
鼻
-
易
い

｡
白

い
凝
次
岩

の
中
に
は
植
物
化
石
が
多

い
｡
な
ほ
見
過
等
も
柿
に
H

衣
イ
ノ
ハタ

る
｡
大
部
分
は
陸
上
の
堆
積
と
は
は
れ
る
が

多

井

畑

に

は
梅
の
月
を
含
む
地
層
が
あ
る
｡

匿
分
-

紙
厚
四
沼
米
｡
上
よ
ら
藍
邦
層
p
奥
畑
層
p

多
非
畑
層
に
分
っ
.

多
罪
畑
屠
-

頗
屋
の
渥
岸
に
近
-
鋸
川
す
る
｡
多
非

納
戸
附
近
節
三
和
相
見
靭
案
内

畑
の
北
に
加
西
の
断
層
が

あ
-
其
よ
-
南
に
分
布
す

る
｡
鴎
屋
は
E
l'化
石
を
出
す
｡
節

.i
勅
物
化
石
樹
は
春

樹
中
に
あ
る
｡

奥
畑
厨
-

凝
次
岩
'
ア
ル

コ
ー
ズ
､
凝
衣
質
貫
碧
が

多

い
｡
植
物
化
石
は
帥
質
の

白

い
凝
次
岩
層
は
あ
-
'

前
島
氏
は
之
を
姉
二
乃
至
解
式
化
石
静
と
精
し
四
枚
あ

-
､
下
よ
-
の
暦
序
左
の
迫
り
｡

二

砂
岩

｡

二

'

自

細

粒
凝
衣
岩
'
第
二
化
石
暦
を
含

む
｡

三
､
砂
岩
｡

四
'
自
凝
灰
岩
p
拾
三
化
石
暦
が
下
の
部
分
は
あ
わ

所
に
ょ
-
凝
衣
貿
砂
岩
に
夜
つ
tiJ
ゐ
る
も
の
｡

五
､
鮮
碧
O

六
.
蓑
砂
岩
'
五
㌔
六
の
圏
は
朋
に
ょ
-,二

足
せ
ず

七
､
凝
次
岩
､
第
四
化
石
潜

入
､
自
凝
衣
贋
砂
岩
'
-所
に
よ
-
ア
ル

コ
ー
ズ
｡

九
､
日
凝
衣
岩
､
姉
五

化
石
層

以
上
紙
計
百
五
十
米
､
藍
珊
前
開
聞
の
丘
陵
の
下
草

部
に
露
目
す
｡
四
以
下
の
地
層
は
コ
ー
ス
よ
り
南
の
地

二三

七

三



血

球

弟

二
卜
七
鞍

匿
で
な
い
と
見
ら
れ
な

い
｡
前
閲
で
は
玉
の
轡
岩
が
下

底
を
な
し
て
ゐ
る
｡

藍
郷
層
-

木
履
は
奥
畑
厨
に
整
合
す
る
｡
第
三
紀
層

が
金
機
と
し

て覆
赦
し
て
ゐ
る
か
ら
小
潮
藍
郷
間
で
は

滅
接
花
柄
岩

の上
に
藍
郷
骨
が
あ
っ
て
奥
畑
層
は
映
け

て
ゐ
る
｡
主
に
北
中
部
に
磯
通
し
藍
邪
前
開
聞
で
は
丘

の
高
い
部
分
は
露
出
し
て
ゐ
る
0
滴
の
方
は
奥
畑
方
面

は
延
び
で
ゐ
な

い
｡

本
暦
の
上
限
は
洪
積
紋
の
砂
利
暦
は
不
基
合
は
被
は

れ
で
ゐ
る
｡
植
物
化
石
は
坊
六
乃
垂
簾
八
暦
ま
で
三
枚

あ
る
｡
樺
準
の
厨
序
は
左
の
通
-,I
O

一
､
日
砂
岩
､
奥
畑
暦
の
す
ぐ
上
は
整
合
｡

二
､
白
旋
衣
岩
'
第
六
化
石
圏
｡

三
､
轡
岩
､
西
で
は
砂
岩
｡

囲
､
凝
衣
岩
､
第
七
化
石
層
｡

光
､
輩

砂

岩
｡

六

､

掛
岩

｡

L
､
自
砂
岩
｡

入
､
日
脚

粒

産
衣
岩
､
姉
八
化
石
厨
｡

漆
三
雛

二

重

七
Fs
i

九
､
萌
砂
岩
｡

一〇
'
弼
岩
｡

二
､
白
粗
粒
凝
次
岩
｡

.L
二
'
ア
ル
コ
ー
ズ
｡

一
三
､
粗
粒
産

衣
岩
｡

一
四
､
凝
炭
質
砂
岩
｡

紙
計
は
育
五
十
来
春
で
あ
る
｡

洪
積
絃

-
太
山
寺
以
西
は
あ
る
｡
太
川
音
ほ
は
南
北

の
断
層

が
あ
っ
て
第
三
紀
層
と
洪
積
就
地
匿
が
分
た
れ

る
0砂
､
粘
土
､砂
利
等
が
あ
ヵ
上
下
二
部
に
債
分
班
凍
る
｡

舞
子
の
洪
積
統
-

海
の
月
化
布
教
含
む
粗
砂
の
厨
が

別
布
か
ら
舞
子
ま
で
の
間
は
あ
る
｡
舞
子
の
も
の
は
桟

･:-
の
記
事
が
あ
る
が
他
の
産
地
も
大
同
小
異
で
あ
る
｡

植
物
化
石
-

第
三
紀
層
中
の
フ
ロ
ラ
は
相
潜
に
豊
富

な
も
の
で

有名
で
あ
る
｡
金
部
の
名
は
ま
だ
到
っ
て
ゐ

な

い
が
今
ま
で
知
ら
れ
た
も
の
Lだ
け
で
可
夜
わ
の
数
で

あ
る
｡
藍
邦
と
前
冊
の
間
の
丘
上
で
凍
基
が
出
来
る
0
(完
)


